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1.はじめに
前報で得た示唆をもとに昔から行われてきた年中行事のうち対象者の評価が
格段高い「正月」に関して新年をはさんで行われる年中行事をさらに詳細に追
求し、またそれらと子どもとの関わりについて教材化のための基礎的資料を得
ることを目的とした. その研究手法としては、調査対象者である子どもがアン
ケートに答えると共に、自らの正月の現実的な生活体験を主体的に措いたイラ
ストを分析することによって、アンケート調査では得られない子供の世界を把
握すること・を試みた。
2.研究方法
調査対象は第1報と同様である. 年中行事としては第1報で選択した項目に
対して、さらに「七草がゆ」「鏡開き」「書き初め」を追加した. また、より
具体的で現実的な生活実態を把握するために小学校の対象者全員に正月らしさ
を感じたことを「絵」に描かせ、それらを通してアンケートの調査では把握で
きない年中行事に対して感じた子どもの印象をくみ取ることを試みた. 以上に
加えて、それらの印象をより深く生々しく把握するために、小学校の対象者の
中で写真撮影ができ、記録やコメントが書ける者8人(2年生1人、3年生1人、
4,6年各3人)を選んで、市販の使い捨てカメラを渡して正月らしさを感じた風
景の生の写真を対象者自身に撮影してもらい、同時に毎真の内容、撮影した月
日、及びその風景に対して感じたり、見たりしたことのコメントを記述しても
らうことによって得た資料を上述の絵と同様に分析することを試みた.
3.調査結果
3.1正月行事に対する認知
大晦日、正月三ガ日、七草がゆ、どんど焼き、鏡開き、及び書き初めの正月
の一連行事6項目に閑し、小学4,6年生の認知度を調べた結果. 正月三ガ日、大
晦日、七草がゆの3行事は認知率が高かった。
次いで、どんど焼(69.9%)、鏡開き(56.7%)となっており、書き初めについては
認知率53.3%と半数にとどまっている。 これは筆で書く機会が減少し、その学
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習プ、ムが下火になっていること
を示していると思われる.
3.2正月行事への参加状況
Mfcも1.-1i&l嗣臣L:iサJttミニ軒ill)
たものを表1に示す.
大晦日、正月三ガ日の参加率は
100%を抱えて高い. 書き初めに
ついて極度に低い債となっている
のは前述のごとく書き初めに関す
る学習ブームが下火になっている
ためと推定される.
3.3正月に行ったこと
表1年中行事の参加状況(%)
対象
家族
地域 その他
合計
行革 の人 の人
大晦日 91.3 6.0 7.4 104.7
正月3が日 94.0 10.1 16.2 120.3
書き初め 7.4 1.1 8.4 14.9
七草がゆ 46.6 1.7 3.2 51.5
鏡開き 43.8 3.8 8.1 55.7
どんど焼き 21.7 27.7 7.2 56.6
自宅や親戚の家で家族や親戚の人達と共に何をして過ごしているのか、正月
の準備の段階から正月三ガ日にかけての行為について、子ども自身とその家族
の行ったことについて調べた結果の一部を図1に示す.
9割を抱える者は「年賀状をもらう、お年玉をもらう」で、8割を抱えるも
のは「雑煮を食べる、テレビやビデオをみる、おせち料理を食べる、年賀状を
書く」、7割を抱えるものは「年魅しそばを食べる、大掃除、親戚訪問、初売
りにいく、新年の挨拶をする」が、5割以上ではさらに「初詣」といった伝統
的行事が加わるほかに「テレビゲームをする」が入っている. 一方わずかに1
割強の実施は「書き初め、初日の出を見に行く、しめ飾りを飾る、旅行」、1
割に満たないものは「晴れ着を着る」があがっている.子どもはしなくてもそ
の家族が行ったもののうち高率なのが、正月準備のためのしめ飾りや鏡餅、年
末の買い物、おせち料理作りなどである.しかし子どもはもちろん家族も「初
日の出を見る、晴れ着を着る、書き初め」などは1割に満たず、行われなくなっ
ていることがわかる.
3.4子どもが主体的にとらえた正月の実態
(1)子どもが写真でとらえた正月
アンケート調査では子どもの正月に対する感じ方、思いをリアルに把握する
のは難しいので、発達段階、性別、家族形態と子どもの調査意図の理解、能力
等を少数ではあるが協力の得られた8人の小学生に「正月の準備と正月らしさ
を感じる情景」を年末から2月まで自由に写真撮影してもらったものと、その
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コメントを分析した結果を次に述べる.
8人の小学生が正月らしいと感じて撮った写真は24項目に整理分類できた.
そのうち8人中6人まで「初詣」を写しており、「もちつき」と「親戚を訪問
した場面」を4人が、「正月飾り」と「どんど焼き」を3人が、「大晦日の会
食」「年載しそば」「年末の買物」「初日の出」「お年玉」「門松」を2人が
とらえている.
なお、三世代家族の子どもの場合は男女いずれも正月らしい風
景として写している写真が10項目19場面と多いのに対し、核家族の子どもの
場合は3-7種類で4-13場面と少ない. この点に注目してそれらの写真をケー
ス1、ケース2としてそれぞれ図2と図3に示す.
ケース1は70代の祖父母、40代の父母と子ども3人(兄、姉、9歳の本人女子)
からなる7人家族であるが、お正月には叔父叔母など親戚の人が訪ねてくるの
で15人以上になる. そのため、家族だけのためでなく来客のもてなしのため
に12月23日には祖母とお正月の袋づくりをし、「おもしろかった」としてい
る.また、初詣では神社の門松を「珍しく、きれいだ」と思ったこと、祖母か
らお札の話しを開きつつ古いお札を神社に持って参ったことを写真とともに記
している.ケース2は40代の自営業を営む父母と子ども2人(姉、12歳の本人男
子)からなる核家族のなかで子どもの感じた正月のうちケース1と全く異なるの
は餅つきや初詣が家庭だけでなく、スポーツ少年団で行われている点である.
もちつきは参加した珍しさとともにつきたての餅を食べられる楽しさを述べ「
またやりたい」とコメントしている. 初詣も家族と行くのとは別にラグビー部
員全員でコーチとともに参り、神妙に参る様がみられる. また家族恒例のもの
として父子で行く雪山でのスキーの初滑りがあり、これに対しても「楽しさ」
が述べられている.
以上の2例は家族形態の違いが影響を与えている例として特徴づけられたが
、現代の小学生は伝統的な門松や正月飾りなどを単に見ることで正月らしい情
景として目に写るよりも、やはり子ども自身が参加したり手を下したこと、誰
かに話しを聞きつつ行動したことなどによって始めて印象づけられることがわ
かる.
また、よりケースを増やせば伝統的行為以外、新年会など各家族独特の
正月行事があり、子ども達には伝統的なものもそうでないものも区別なく年中
行事としてとらえられるものと思われ、その点で伝統的行事についてはその歴
史やいわれを聞く機会を家庭地域、あるいは学校で設けることによって、より
生活を文化として捉える目を養えるものと考える.
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卸詣(漕服)
「古いお札を持ってきて焼いた。 おばあちゃんが「お札をどこにでも
捨てたらいけない。 」と教えてくれた。
図2ケース1写真トレース
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「一年の終わりだなあ
と思いました。
3.5正月に対する思い
(1)子どもが描いた絵に見る「正月で一番の思い出」
アンケート調査を行った小学生472名に正月で一番思い出になったことを絵
に描かせた. これらを整理すると37種類に分類できたが、そのうち上位10種
類を取り出すと、「お年玉(16.7%)」「正月料理の会食(15.5%)」「初詣
(14.0%)」「かるた-トランプ(9.3%)」「凧あげ(8.1%)」「テレビゲーム
(4.2%)」「もちつき(4.0%)」「はねつき(3,6%)」「初日の出(3.6%)」「旅行
(3.0%)」であった。
これを学年別に比較すると、「正月料理」を書いた数に学
年差はなく、「初詣」は学年があがるほど高い割合になり、「凧上げ」や「カ
ルタ取り」などの遊びは低学年で高く、学年が上がる程減少傾向にある. その
少ない遊び行為の中に、4、学2年生では伝統的な「はねつき」があるのに対し、
4年生では「テレビゲーム」、6年生では「テレビやビデオの視聴」としいっ
た必ずしも正月には関係がないと思われる行為が措かれており、正月を他の余
暇と同様の余暇的行為としてとらえている者がいることがわかる. なお同じ行
為でも学年によってとらえられ方に差がみられる. 例えば初詣などの行為は、
低学年では自分のした行為やそこで見たり、したことの情景の一部を描いてい
るのに対して、学年が上がると初詣で賑わう神社全体の風景を描いている. ま
たおせち料理の会食場面も低学年では皆で食べている風景が多いのに対し、高
学年では食べている物が詳しく描かれている. 一方、お年玉を描いた絵の数は
高学年ほど多いが、そこに描かれた絵は、低学年が他の人にもらったという思
い出に対して、高学年では行為の結果としてのお年玉自体を描いている例が多
い.この違いは絵を措く技術の差ではなく、発達段階によりお正月に関連した
行為や風景、人や物-の興味、関心、考え方が変化することを表していると考
えられ、特に子どもの年齢が高くなるほど現代社会の風潮を反映して現実的、
物重視の傾向に傾いていく点は興味深い. 代表的な絵のうち2年生のものを図
4に、6年生のものを図5に示す。
(2)正月に行ったことと思い出になったこと
アンケート調査対象の小学生に対して、正月に行ったこと及び、後から正月
を振り返ってみて楽しかったこと、思い出に残ったと思うもののベスト3を選
択させた結果を図1に示している. 各行事の実施率と楽しさ評価、思い出との
関係は全体的には各行為とともに実施率より楽しかったと評価する者は減少し、
さらに思い出に残ったとする者は減少傾向にある. しかしその中で唯一の実施
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図4正月の思い出(2年生)
-39-
1ォ †
.t
醍 ‥. 紳 息 l
VI
*^サォ蝣C1
-`
s 'A,V
」 JhーtL
I 墓 3 ー 'IョJ&
-s*一
l 勺、
甘 、
蝣・I二
`l 琵W flIV.翌、
--
■ー 曽≡きち≡当
l
J,ftT-l.栄 -l.I
1、も
一=宅 蝣-・蝣if.I.、 ー.酎 h
瀧 田 I /3
lr4叫 ご tL.メ
.
I
i
K mm M
・il
-
I
、 .- I.
fin,タ
;壁
r I1
>*
∫ .～
、鼻..
セ-V-'ゝ
イ たこあ蝣f
LJもく免 -
鱒
j J ▼Lt壇漂
チ ゝ ∠ < 二 +
-
y)了 ＼
洲 ?
/// ∩ .一、 ',,h
-
1- >-
妄tt> 面、
く.海 富
a-l只轟
<"サォ.
唾 @
. ＼一、
l
茎 .那 .一 」^ }
,r
.v;・-. -
I
sr 捕糖 温 ′l:.l、ふ.I
.
I
′
宰 コy g
<由 、l
蝣K
テレビ .
..
-4
松ユユ1 2 U
身 & こ.IBね
〆 一 #,
●
♂ .
二LB-え23iユ
図5正月の思い出(6年生)
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行為と楽しさ、思い出がともに高率で三者の差が小さいのは「お年玉」である.
この点は前述の措いた絵の傾向とも一致している。 つまり、子ども達にとって
正月と関わってお年玉がいかに大きな比重を占めているかをよく表わしている.
お年玉以外では、実施率の高い割に思い出に残るまでには至っていないものが
大半であるが、その中で三者の関連性が比較的あるとみられる第2グループに
属する物には「初売り」「親戚訪問」「年賀状をもらう」「初爵」がある. な
お、実施率は低くても思い出に残る率の高いものは「餅つき」「旅行」「初日
の出を見に行く」があげられるO一方、実施率は轟く、それを楽しいと感じて
いる者も比較的多いのにも関わらず、思い出につながっていないものとしては
「テレビやビデオ視聴」「年壊しそばや雑煮を食べる」「年賀状を草く」が挙
げられる.これらはここ十数年変わらず慣習として行わTL、一般化しているだ
けに子どもには楽しくても、他のことと比べて特に思い出としてあがらなかっ
たものと考えられる.
3.6正月に対する意識
正月をどのような日ととらえ、その良さをどこにあると思っているかについ
て回答を求めた結果を表2、表3に示している.
正月を特別の日ととらえている者は8割以上と非常に多い. その理由として
第-に「初詣や初EIの出を見に行く」を、第二に「年賀状の交換」をあげる者
が多く、この2点が約半数を占めている. 次いで互いに交わす新年の挨拶から
正月を感じる者も1割強ある。
正月の良さについては、「お年玉やプレゼントがもらえる」を約半数の者が
あげて第-に多く、前述の思い出の結果とも一致する.
表2正月を特別と感じる理由
(X)
テ レ ビの種 子 9.4
も うでや 初 日の 出 26.4
か な荷 の様 子 4.4
ん だ 空 気 0.6
年 の挨 拶 10.7
宜 状 交 換 18.8
松 や 正 月飾 り 10.0
その 他 4.4
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表3正月で一番いいと思ったこと
:o
好き虹と粕虹できる 8、9
fL噌批触る 10.0
宣長と事,くりできる 12.3
山とi1てたくさん0^t圭え石8.7
1時王や1レt.ントがもらえる 52.0
こちモうtA<た,、馳看捕る 3.4
その他 3.4
4. 結論
本報では伝統的年中行事の中でも卓も関わりの強い正月行事と子どもとの関
係を一連の諸行事に対する認知及び実施状況とその捉え方をアンケート調査と
子どもの心をとらえた場面の写真と思い出を書いた子どもの絵により明らかに
しようとしたものであり、以下のように総括出来る.
年中行事としての正月に関連した行事は正月三が日だけでなく、その準備段
階からどんど焼きまで多彩な伝統的な事柄を小学生のいる家庭では子ども自身
か家族とともに関与した家庭が多く、そのため子どもの伝統行事に対する認知
率も高い傾向にある. ただその行事の種類や内容の多さや方法には家族形態の
影響が大きく作用している. 三世代家族に比べ、核家族では伝統的なものの継
承による喜びや思い出にとらわれず新しい家族行事を見つけて楽しんでいる.
子どもから見れば正月は何といっても第-は「お年玉」で、続いて「年賀状を
もらう」「初詣」「初売りに行く」「親戚を訪問する」などが正月を代表する
行為であり、楽しみ、思い出として心に深く残っている。 昔の子どもの状態を
比較するデータはないが、「お年玉」「初売り」「親戚訪問」は現代っ子の1
年間待ち臨む正月の象徴とも考えられる. また一方では神社-の初詣をし、家
族と共に何となく手を合わせる習慣を信心とは無関係に形式的に踏襲している.
したがって正月は歳神を迎えての年のあらたまりを祝うといった面は子どもに
は伝わっていないが、特別な休暇で家族や親戚が集まって日頃見慣れない伝統
的な料理や道具立て、室礼に物珍しさを感じているのが現状といえよう. しか
しわずかしか認められないが、伝統的な行事や遊び行為の経験をした子どもは
それなりに思い出として心に留めている点で、同じ行事をする場合にも商業ベ
ースで形のみを家庭に取り込む方法ではなく、より教育的意味を持った思い出
になる取り入れ方や各家庭特有の次代の子どもにより意味のある新しい正月づ
くりを考えていくことも、時代に即応しつつ新旧両方の生活文化を重視する上
からは重要である.
参考文献
1)柳田国雄・閑散吾「新版民俗学入門」名著出版昭和57年
2)大林太良「正月の来た道一日本と中国の新春行事-」小学館1993
-42-
